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認知件数 

H25.1～２ 

前年比 

 

 前年同期比  前年同期比 

 88 件 ＋６件 約4億138万円 ＋約 2 億 6,082 万円 

 

 

刑法犯認知件数 

不安に感じる犯罪の認知件数 

特殊詐欺の被害状況（オレオレ詐欺・架空料金請求詐欺など） 

まちの    ボランティア 

令和 2 年 12 月号 

目標（～令和７年） 
年間 5,500 件以下 

目標（～R７）年間2 億円以下 

4,406

4,474
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2,437 

 畑賀地区防犯組合は，昭和 50 年頃に発足

し，約 1,200 名の会員で活動しています。 

 今年から高齢者防犯モデル地区に指定さ

れ，登下校時の挨拶運動を兼ねた見守り活

動，放課後の「な 

がら防犯パトロー 

ル」等地域ぐるみ 

で犯罪発生ゼロを 

目指した防犯活動 

を行っています。 

 よろずクラブ地域安全パトロール隊は，平

成 17 年に発足し，6 名の会員で活動してい

ます。 

 週に１回，メンバー２名が「防犯パトロー

ル」のマグネット 

シールを貼付した 

私有車両で，巡回 

及び独居高齢者宅 

の訪問などを行っ 

ています。 

 

※ 「不安に感じる犯罪」とは、自転車盗，車上ねらい，器物損壊等，侵入強盗，

侵入窃盗，住居侵入，強制性交等，強制わいせつの８罪種です。 

             

 
 

 

 

 

 梅雨時期は，大雨や長雨による土砂災害や水

害が発生しやすくなります。こうした災害に遭

わないために，日頃から避難方法や避難場所を

確認するなど「自分の安全は自分で守る」とい

う気持ちで，災害に対する備えをしましょう。 （約２％増） 

（約２％減） 

令和４年１月～５月 

532

683

725

548 474

465

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

Ｒ３

Ｒ４ 子供

女性

高齢者

子供・女性・高齢者被害の刑法犯認知件数   目標（～令和７年） 
年間 4,800 件以下 

（約１％増） 

1,705 

【庄原】よろずクラブ地域安全パトロール隊 

 

被害額 

犯罪情報官 
ちょっと教えて！！ 

 

 

 

発行・編集 

広島県警察本部 

生活安全総務課 

〒７３０－８５０７ 
広島市中区基町９－４２ 
ＴＥＬ ０８２（２２８）０１１０ 
ＦＡＸ ０８２（２２８）１１０９ 

目標（～令和７年） 
年間 12,000 件以下 

特殊詐欺 

1,722 

【海田】畑賀地区防犯組合 

 

● 気象情報に注意する 
  災害対策の基本は「情報収集」です。 
テレビやラジオなどのコンテンツを活用 
して，気象情報の収集を行いましょう。 

● 危険場所や避難場所等の確認 
  ハザードマップなどを利用し，自分の住 
む地域の危険箇所や避難場所等をあらか 

じめ把握しておきましょう。 
● 早めの準備・早めの避難 
  非常持出品を事前に準備，雨量や周囲の 

気候に異変を感じた場合には，避難指示を 
待つことなく，早めに避難しましょう。 

梅雨時期に向けた備えについて！ 

気をつけること 
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今すぐアクセス！県警ホームページはこちら ⇨ https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police 

● 不安に感じる犯罪の抑止 

● 子供・女性・高齢者等の安全確保 

● 特殊詐欺被害の抑止 
● インターネット利用犯罪被害の防止 

「減らそう犯罪」 
第５期ひろしまアクション・プラン 

令和３(２０２１)年～令和７(２０２５)年 

運動目標 

重点項目 

住む人 来る人 誰もが 

日本一の安全安心を実感できる広島県の実現 

オトモポリスのダウンロードは 
こちらから 

App Store Google Play 

早くも 44,000 
ダウンロード！ 

 
 

 特殊詐欺の被害は，令和４年５月末時点の暫定値で，被害件数が 

88 件，被害額は４億円を超えています。 

 被害額は，特殊詐欺被害抑止目標である年間 2 億円以下の２倍を 

超えるとともに，平成 30 年～令和２年における年間の被害額をす 

でに超えており，令和３年における年間の被害額に迫っています。 

 特殊詐欺被害の特徴としては，預貯金詐欺，還付金詐欺被害の増 

加と高額架空料金請求被害が挙げられ，高齢者被害が約７割，自宅 

固定電話からの被害が約６割を占めています。 

 誰もが特殊詐欺の被害に遭う可能性があるため，「自分は大丈夫」と思わずに，身近なこととして

日頃から特殊詐欺対策を始めましょう。 

 特殊詐欺被害抑止のために， 

  ○ 最新情報に触れる 

  ○ 自宅電話の対策 

  ○ ＡＴＭの利用限度額引き下げ 

などの対策が有効です。 

 詳細については，県警ホームページ 
(https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tokusyusagi/) 

をご確認ください。 

 ＱＲコードはこちら ⇒  

 

 

 特殊詐欺被害抑止対策について 

 
 

 令和 4 年４月 14 日，広島西警察署は，同署独自の取組として，学生 

の高い発信力を活用して，特殊詐欺などの各種犯罪被害抑止対策を推進 

するとともに，次世代の防犯ボランティアを担う人材を育成していくこ 

とを目的とした広島西警察署「減らそう犯罪」推進モデル校に，広島市 

立観音中学校を指定しました。 

 この取組の一環として，指定期間中（令和５年３月まで），広島西防犯 

連合会の協力を得て，校内に最新号の「減らそう犯罪」通信を掲示し， 

モデル校の生徒や保護者に県内の犯罪情勢の他，地域の防犯ボランティ 

ア活動状況の認知を広め，地域全体の防犯意識の醸成を図っています。 

 また，令和４年５月 31 日には，モデル校の生徒４名とともに，広島 

信用金庫観音支店のＡＴＭコーナー及び店舗前において，特殊詐欺被害 

抑止の広報，チラシ配りを実施するなど，活発に活動しています。 

 広島市立観音中学校が広島西警察署「減らそう犯罪」推進モデル校に 

 

【特殊詐欺防止を呼びかける「とめちゃん」】 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tokusyusagi/

